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共
に

つ
く
る

リ

サ
イ
ク
ル

社
会

ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会
最
終
答
申
ま
と
ま
る

昨
年
1
1月
に
発
足
し
た
「
足
立
区
ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会

」は
、
3
月
に
中
間
答
申
膏
提
出
し

た
後
、
地
域
回
収
部
会
、
事
業
所
塑
=

、
教
育
部
会
に
分
か
れ
、
よ
り
具
体
的
に
検
討
鳧
通
め
、

了
月
に
最
終
答
申
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
答
申
で
は
、
(
1
)ゴ
ミ
を
つ
く
ら
な
い
、
売
ヽ
{な
い

、

買
わ
な
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
(
2
)
多
様
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す

る
(
3
)
民
間
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

と
も
に

、
民
間
で
で
き
な
い
領
域
を
行
政
が
補
う
仕

組
み
を
つ
く
る
ト
ト
の
I
点
登
棄

刃

針
に
、
区
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
(
岔
坏
の
ゴ
ミ
量
に
占
め

る
資
源
と
な
る
ゴ
ミ
の
量
)
を
現
在
の
4
%

か
ら
l
%

ま
で
伸
ば
す
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
区
は
、
今
後
、
こ
の
最
終
答
申
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
な
施
策
螽

顯

し
て
い
き

ま
す
。

新
し
い
資
源
回
収

シ
ス
テ
ム
の
確
立

町
会
や
自
治
会
な
?
か
母
体

と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
集
団
回

収
の
、
効
率
化
と
回
収
品
目
の

拡
大
等
を
図
る
た
め
、
地
域
資

源
回
収
シ
ス
テ
ム
を
整
備
じ
て

い
岑
巫
J

。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な

考
え
方
ほ
、次
り
こ
お
り
で

罵

マ
地
域
住
民
が
誰
で
も
参
加
で

夸

甲
石

一
定
の
規
幎
ま
で

回
収
地
域
を
孤
大
し
ま
す

マ
各
地
域
ご
と
に
地
域
内
の
団

体
で
構
成
す
る
「
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
連
絡
会
(
仮
称
)
」
を

設
置
し
、
回
収
方
法
等
の
調

整
を
仔
い
ま
す

ワ
回
唇

冒

奩

笑

し
、古
紙
、

古
布
、空
き
缶

、空
胥
癶
ん

、

金
属
ぐ
ず
芻
ま
で
対
象
と
し

ま
ず

▽
資
源
回
収
業
者
の
採
算
に
合

わ
な
い
品
目
も
回
収
す
る
た

め
、
区
が
収
集
コ
ス
ト
等
を

補
て
ん
」
乖

歹

▽
咨
源

を
出
し
や
す
く
す
る
た

め
、
回
収
日
を
平
日
に
設
定

賢

子

▽
回
収
し
た
資
源
霤

顎
葢

は

原
則
と
し
て
区
民
に
浬
匹
し

圭
t
y
。
ま
た
、
集
団
回
収
の

醤

宏
笂

、
従
来
煢

営
箜

付
さ
れ
る
ぷ
ひ
配
侭
¥

子

牛乳パック( 1, 000Sg) の空き箱1枚で紙すきハカIキが4～5枚つくれます

区
民
・
資
源
回
収

業
者
・
事
業
者
・

行
政
の
役
割

ご
み
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

ひ
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
を

認
識
し
、
実
践
し
て
い
く
'
左

が
重
要
で
澱

そ
れ
仁
と
も
に
、
年
々
減
り

つ
つ
あ
る
囂
掫
回
収
業
者
奎
又

援
・
育
成
す
る
こ
と
も
、
資
抓

の
受
け
皿
の
整
備
と
し
て
、
ま

た
区
内
産
業
の
振
興
や
新
し
い

事
業
饋
(
昌
剔
出
と
し
て
、
大

切
な
こ
と
で
罵

さ
ら
に
、
扇

剽
包
装
の
追
放

や
使
い
捨
て
容
器
の
抑
制
な

ど
、
生
産
者
や
販
売
業
老
芻
の

事
案
者
の
協
力
も
必
要
不
可
欠

で
す
。

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
の
た
め
に
は
、
区
民

、

皆
源
回
収
業
者
、
事
業
者
、
そ

し
て
そ
の
調
整
役
の
行
政
が
一

体
ど
な
っ
た
体
制
豐
唏
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

区
は

、今
後

、こ
の
体
制
の
整

賜
に
取
り
組
ん
で
い
零
墨
焉

7 月21日に行われたアウト・ドア・イベント・イン・アラカワでの
キャンペーン

動

き

始
め

た

答

申

案

□
集
団
回
収
の
拡
充

回
収
品
目
を
拡
大
す
る
た

め
、モ
デ
ル
地
域
(
3
ヵ
所
)

黔
設
定
し
、
音
球
排
出
耻
等
の

調
査
を
8
月
か
鳬
汀
っ
て
い
ま

す
。

□
資
源
回
収
業
者
の
指
定

持
ち
こ
め
ば
、
資
堡
扇
ぎ

取
っ
て
ぐ
れ
や
富
な
、
受
け

皿
翼
茗
業
者
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

□
乾
電
池
の
回
収

捨
て
れ
ば
屋
痙
ゴ
ミ
と
な

ろ
使
用
済
み
乾
電
池
を
区
民
事

務
所
等
の
公
共
施
設
で
回
収
し

て
い
ま
す
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設

置
と
ス
ト
。
ク
ヤ
ー
ド
の
確
保

区
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や

学
習
、
交
流
の
拠
点
と
な
り
、

し
か
も
資
凉
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
(
置
き
場
所
)
、
選
別
施
設
と

し
て
の
機
能
聚
も
つ
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て

、
委
員
会
啻
設
け

、
検
討
し

て
い
空
ぶ
す
。

まち中にもリサイクルの動き

くわし くは、

中央本町庁舎・

コミュニティ推進課へ

( 3890) 5199

生
活
の
場
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
を

足
立
区
ゴ
ミ
問
題

対
策
委
員
会
会
長

有
馬
雄
輔
さん

今
回
の
最
終
答
申
で
は
、

こ

れ
ま
で
地
域
の
方
々
が

個
々
に
行
っ
て
き
た
、
い
わ

ぱ
「
点
」
と
し
て
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
、
い
か
に
「
面

」、
つ

寓

足

立
区
全
体
に
広
げ
て

い
く
か
、
と
い
う
'
戸

毎

甲

心
に
售

耻

進
め
了

早

乙

た
。

し
か
し
、
萎
滾
宴
な
こ

と
は
、
私
た
ち
て
ひ
こ
り

が
盂
にの
利
便
や
流
行
か
遣

い
求
め
る
資
源
消
費
型
の
生

硲
唇
直
し
、
節
度
あ
る
資

源
循
環
型
の
生
活
へ
と
転
換

し
て
ぃ
く
こ
と
尼
と
思
い
ま

す
。皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
家
族
ぐ

灸
?
、
コ
ミ
問
題
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
考
え
る
機
会
を
も

ち
、
牛
居
の
場
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
を
実
践
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

進
ん
で
い
ま
す

庁
内
リ
サ
イ
ク
ル

区
は
、
昨
年
の
祗
コ
ミ
の

分
別
回
収
、再
生
紙
の
積
極

的
利
用
等
に
始
ま
っ
た
庁
内

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
一
歩
前

進
さ
せ
、
7
月
か
ら
空
き
缶

埀
袞
ん
、乾
電
池
Q
対
別

回
収
に
ま
ぶ
か
ま
し
た
。

空
き
缶
の
回
収
の
た
め

に
プ
レ
ス
機
を
2
台
購
入

し
、
本
霊
昜
よ
び
中
央
木

町
庁
舎
に
設
置
。
乾
ミ
池
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
各
公
共

施
設
に
設
胃
U
、
区
民
の
方

の
利
便
も
図
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
再
生
紙
の
利

用
(
古
紙
含
有
率
7
0
%の
再

生
觝
と
仮
定
)
と
玳
コ
ミ
の

分
別
回
収
で
、
約
5
千
7
4
0本

の
立
木
を
節
軻

こ
れ
は
、

小
学
校
l
校
分
ほ
ど
の
面
積

に
あ
た
る
森
林
を
守
っ
た
訂

算
に
な
n
ま
す
。

アルミ・スチール缶を自動分別

8 月15日号 おもな内容

ポ
テ
ト
通
信

②
～
⑤
面

・
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

②
③
面

・
親
し
み
の
あ
る
ま
ち
拝
見

④
⑤
面

み
ん
な
の
健
康
/
く
ら
し
の
情
報
/

ひ
ろ
ば
・
掲
示
板

⑥
⑦
面

ま
ち
か
ど
通
信

⑧
面
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住
民

参 加 の ま ち づ

く り

私 た ち の まちはい ま

POTETO

ハイ　ポテンシャル　タウン　あだち

POTETO は、hi gh ・POTEnt i al ・TOwn
( ハイ・ポテンシャル・タ ウン: 将来性あるまち)
の略称
POTETO( ぽてと) を合言葉によりよいまちづ
くりを推進しましよう。

足 立 の ま ち づく り シ ス テ 厶

今
ま
で
の
都
市
計
画
事

業
は
、
大
規
模
な
都
市
基

盤
の
整
備
が
中
心
で
、
地

域
の
事
情
よ
り
も
都
市
と

し
て
の
広
域
的
な
要
請
で

計
画
し
、
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
、
街

の
成
熟
期
を
迎
え
て
、
住

む
人
の
価
値
観
が
変
化

し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
生

活
基
盤
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

自
分
の
住
む
「
ま
ち
」
は

自
ら
の
手
で
計
画
し
、
つ

く
り
あ
げ
、
そ
し
て
管
理

し
よ
う
と
す
る
動
き
か
見

ら
れ
、
区
に
対
す
る
意
向

は
、
平
均
的
な
も
の
か
ら

多
面
的
な
も
の
に
と
変
化

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
総
合
的
な
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
応

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。そこ

で
、
区
は
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る

た
め
、
図
1
に
見
る
よ
う

に
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
土
地
利
用
計
画
と
環
境

整
備
計
画
を
組
み
込
ん

で
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

基
本
方
針
を
定
め
ま
し

た
。この

計
画
を
具
体
化
す

る
た
め
、
区
内
を
図
2
の

よ
う
に
日
頃
の
生
活
行
動

範
囲
で
あ
る
小
学
校
の
学

区
単
位
(
8
0
～
9
0
h
a
)
7
0

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
に
「
地
区
環
境
整
備

計
画
」
を
つ
く
り
、
皆
さ

ん
に
提
案
し
て
、
図
3
の

よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

地
区
環
境
整
備
計
画

は
、
区
が
考
え
た
行
政
計

画
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
応

じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

を
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
、
地
元
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
住
民

の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

て
、
皆
さ
ん
の
手
に
よ
る

計
画
に
修
正
し
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
「
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
し
ま
す
。

行
政
と
住
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
情
報
を
共

有
し
、
共
通
の
価
値
観
を

も
っ
て
、
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

図1　 足立区まちづくりフロー

地区単位のまちづくり
70地区のまちづくり計画( 地区環境整爾計
画) を実現するには、彫大な財源と岨織が必
要となります。
このため、区は70 地区のなかで災魯危険度
の高い地区や、住環境整備が急がれる地区な
どを優先して、集中的に各種まちづくり事業
を展閲しております。

図2　 足立区ブロック・地区区分図

図3　 足立区でのまちづくりの進め方

た
く
さ
ん
の
―
―

ま
ち
づ
く
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

地
区
の
何
笋

冫

粍
に

俘

つ
な
蚕

弓

く
口
£

男

実

現
す
久
だ
め
に
は

、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
特
性
に
対
応
で

き

忝
亊
菓
が
必
要

と
な
り
手

。

そ
こ
原

注

環
譖

稀

・
衵
街
路
路
冊
・

災
害
に
強
い
ま
ち
の
路
肩
・

再
開
発
に
よ
る
整
備
・
ま
ち

の
母
化
・
都
市
銀
観
の
路
爾

″
戸
僅

々
な

ぷ

ぷ
用

意
し

て

、歩

呂

個
性
に
令
り
せ

、

幅
広
い
枩

耳

ぞ
q
S

而

し
て
い
求
罵

こ
の
体
制
冴
さ
ら
に
具
体

化
し

、
激
し
ぐ
変
化
T
る

扛

会
に
し
な
や
か
に
対
応
す
る

た
め

、多

弓

く
り
公
廿
や

、

歩

号

く
り
ト
ラ
ス
に
私
設

羈

‥
)て

、
区
・
多

弓

く
り

公
社
・
区
民
の
三
位

】
体
で

、

あ
だ
粲

冤

ち
マ

り
に
取

息

刄

で
お
口
乖
ヂ

。

ま
ち
つ
く
り
の
冥
現
に
は

多
く
の
皀

僣

笠
翳

と
な
ひ

ま
す

。

こ
の

な
め

、
区
は

、
国
や

都
の
裲
助
制
苳

蓄
偈

に
活

用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ヘ

、

各
柵
の
ま
石
つ
く
n
事
葉
を

同
時
に
口
っ
て

衵
乗
効
皿
審

上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す

。婁

弓

く
り
は

、
大
変
思

の
良
い
事
業
で

す
。9
1黹
耙

に
向
け
刄

水
心
球
ゆ
た
か

な
快
適
で
堡
か
よ
い
足
立
を
m
f
l
i

じ

刄

区
民
の

鴛

兄

と
示
か
た
て

冴

で
い
劔
尼

い
と
思
い
巫
J

。

まちづくり推進委員・カウンセラー制度
〝地域に根ざしたまちづくり活動″

地区環境整爾計画により、70 の旭区のまちづくりを進 めていくには。

区民の皆さんのご理解とご協力が不可欠です。
そこで、住民穆加によるまちづくりを進めるため、昭 和59年に「足立

区 まちづくり推進要綱」を創設し ました。( 図4 参照)

この要綱は、区と区民のパイプ役となる区民代表の「まちづくり推進

委貝」と専門的な立場から区民に指導助言する役目の「まちづくりカウ
ン セラーJ を定めており ます。

こ の制度により、まちづくり計画の作成や各種まちづくり事業 の実

施・まちづくりの研究会等に参加し て、まちづくりの初 動段階に区民の

皆さんと共に「まちづくり」を逓めております。
また、 まちづくり推進連絡会を定期的に開催して。地 域でのまちづく

りに参画した体験や情報を交換したり、まちづくり啓発のため、毎年11

月23 日に 「まちづくりフォーラム」を中心になって閔催し ております。

今号では半数の「まちづくり推進委員」の皆さんをご紹介いたし ます。

図4　 足 立 区 ま ち づ く り 推 進 要 綱

推 進 委 員 の 視察 会 まち づ く り 推進 連 絡 会

飯塚　　明さん

二見　隆男さん

佐藤　 敏男さん

小室　凱充さん

古野間　 譲さん

大島　文夫さん

甲田五郎兵衛さん

島田　　浩さん

吉田　忠司さん

村越　康二さん

高見澤康夫さん

榎本　 時夫さん

林　　 光男さん

大箕　芳雄さん

柿沼貫太郎さん

水村　千足さん

古里　 孝夫さん

鯨井　良一さん

ポテ
ト通
信

第
4
回
あ
だ
ち

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

1
1月
2
3
日
開
催

今

、
足
立
区
は
国
畷
都
市
東

亰
に
あ
つ
て

、
う
る
お
い
と
ゆ
g
y

夕
9

善
し
い
ホ
茗

に
変

り
つ
つ
あ
り
ま
す

。

都
市
の
国
際
化
が
穴
芯

に
進

駐

裕

紀

に
向
け

刄

世
界
に

み
る
彫
刻
と
都
市
空
間
に
つ
い

刄

食

の
呑
9

か
淅
戸
も

に
考

え
て
い
奠

叭

と
思
い
ネ
瓦

日
時
・
H
烈

習
早

前
1
0時
げ

会
場

ふ
笠

屋

蓄

振
興
嶇
♂

開
催
丙

容

▽
発
衣
の
イ
ベ
ン
ト

▽
学
び
の
イ
ベ
ン
ト

(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

▽
遊
ぴ
の
イ
ベ
ン
ト

▽
ふ
れ
あ
い
の
イ
ベ
ン
ト

▽
み
ど
り
の
イ
ベ
ン
ト

主
催
・
足
立
区

ま

ち
づ

く
り

推
進
連
絡
会
・

足
立
区
・
足
立

区

ま
ち
つ

く

り
公
社

間
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
ま
ち

づ

く
吟
麁

、
ホ
呂

づ

く
り

公

社

(
3
6
0

4
)
7
7
6
1

第
3
回
足
立
区
野
外

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

設
置
場
所
と
テ
ー
マ
が
決
定

区
内
に
設
置
さ
れ
る
彫
刻
の

テ
ー
マ
か
、一

月
1
7日
下
表
の

ぷ
つ
に
決
ま
n
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
似

沢

の

作
品
か
全
具

答

に
耳
さ
れ
、来
る
&

祕
苜

に
、

籾
兀
蚕
貝
の

方
々
よ
り
、
地
区

に
ふ

齊
卩
し
い
作
品
な

泰
き

れ
ま

す
。

〝発
見
ま
ち
か
ど
物
語

写

真
コ

ン

ク
ー
ル
〟
作
品
募
集
中

足
立
区
内
で
み
つ
け
た
「
く

つ
ろ
冴
箜

凹

や
、
「
す
ア
睿

な

ま
忝
7

か

な
ど
、
牙

崕
笛

ち
の
風
景
写

真
套
i

じ
て
い

ま
す
。
入
賞
霑

ぽ

、
第
4
回

韵

気
汞

石
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
(
U

以
官

開
催
)
で

発
表

展
一
下
¥

乖

。

応
募
資
格

区
内
在
住

、
在
勤

在
学
の
男

心
朞
方
法

撮
影
場
所
は
区
内

米
発
表
り
り
の
で
カ
ラ
ー
ズ
ソ

ン
ト
(

四
ッ
切
、
会
'
な
し
)

入
賞
作
品
は

不
召
逅

笛

申
込
期
限

辺

月
8
日

※
入
賞
者
に
は
員
状
だ
貴

品
、

応
募
者
全
q
b
l

蔓

萋

蚕

申
込
・
閤

笄
羌

本
庁
舎
(
千
庄
)
・
ま
ち
づ
く

り
牒

、
妻

弓

く
り
公
社
　

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

9
月
1
日
(
日
)
防
災
の
日

不
燃
化
建
て
替
え
相
談

北
千
住
駅
前
(無
料
)

趣
築
に
つ
い
て
の
令
暇

的
相

談
や
、
不
燃
沛
昊
物
に
建
て
莅

吝

厩
5

相
談
(
助
成
制
慶
の
'

洫

田
が

法
)
な
片
靨
行
な
い

手

。
こ
れ
か
ら
建
物
を
頑
て
よ
う

渺
需

号
凡
の
方
、
迂
l
e

ズ
に

つ
い
て
お
知
り
に
な
n
た

い
方

は
、
抛

作
お
気
軽
に
お
'
じ

下

さ
い
。

日
時
9

月
―
日
(
日
)

乍
佩

以

了

午
零

蒔

会
場

地
F

鉄
千
代
田
悍

罕

庄
駅
前

な
お
、
当
ほ
ほ

建
築
十
車
務
所
協

商

愕
支

部
夲
雇

の
「
建
築
相
き

兔

衽

刄

実
施

し
巫
y
。

間
台

せ

光
(

本

庁

舎
=
千
什
)
多

っ

づ
く
り
課
、
足

立

区
恚

り
づ
く
り
公

社
　
(
I
Q
)

了
i
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親しみのあるまち拝見
二人三脚でつくるまち

今
、
ま
ち
が
急
巡
に
き
れ
い
に
な
。
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
状
況

や
特
倉

に
合
っ
た
棟
々
な
形
7
麁
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ど
れ
も
が
「
あ
あ
し
た

い
」『
こ
己

た
い
』
と
い
う
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
と
贋
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
。

て
、
で
き
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
そ
の
過
程
に
は
色
々
な
ご
苦
労
も
あ
っ
た
y
思

わ

れ
ま
す
が
、
前
に
も
増
し
て
自
分
違
の
ま
ち
に
親
し
み
と
臠
簷
を
挿
つ
ぷ
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
咳

誉

弓

く
り
の
取
り
組
み
の
一
郎
盜
仮

夜

と
な
。
な
万
々

の
迦

霎

紹
介
し
ま
す
。

快
適
な
道
路
空
間

づ
く
り
を
支
援

地
区
住
環
境
総
合
整
備
事
業

地
ぼ
介
環
蝿
総
白
餡
稀
事
業

と
ほ

、
多

弓

く
り
9

壽

忿

多

庠

に
分

、
計
澎

晏

つ
く

り
、
X
y
流
乃
し
て
汞

湛

路

や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
祭
霹
と

い
っ
た
、
安
全
で

呎
也
斤
逎

路

空
回

く
り
に
対
し
て

助
吸
す

五

荼

。

こ
の
制
賢

冢
膈
仞
に
活
用
し

推
進
貶
と
し
て
大
貫

肢

躙
を

は
た
し
た
財
団
法
人
鴣
和
会
の

理
事
長
心
田
所
貶
イ
は

、「
こ
の

旭
区
に
卜
恚

膃
冴
岨
い
て
ほ
し

い
と
の
思
公

ら
、
区
の
豕
ち

つ
く
口
沺
に
相
芒

刄

こ
の

制
度
烹

背

ま

し
尽

今
ま
で

は
、
迴
黔
鍜
ぺ
消
防
巾
も

入
れ
な
い
な
ど
不
便
で
し
た
の

で
、
唇
吸
瓦
と
哢
兄
い
、
す

ぐ
に
事
業
を
楽
を
肖
う
こ
と
ほ
し
ま
し
た
。

道
路
を
匹
く
す
る
y
y
ほ

、

そ
の
分
胆

か
が
土
地
を
擶
匪
し

々

口
れ
ぱ
な
う
な
い
卩
ぷ

し
、

そ
の
こ

と
に
よ
っ
て

地
域
の

人
々
だ

」
み
や
す
く
な
れ
讌

と

冶
っ
て
い
主
J
。
求
さ
に
、

こ
こ
に
住
尺
に
よ
る
蛋

台

く

り
の
y
果

片

笛

思
い

し
ま

坑
こ
の
'
愀

か
お

笂

笳
m

坪

ぷ

離
れ
て
い
な
い
本
木
二

丁
皀
の
7
番
と
8

番
に
は
}
i

れ
と
尨
路
も
こ

の
制
瞿
に
よ
り

整
備
さ
れ
ま
し

た
。
代
表
の
長

崎
診
療
所
院
長
の
民
崎
祥
祐
さ

ん
卮

賢
}
め
愬
兀
の
皆
さ
ん

と

区
が
知
譽
石

じ

合
い
完
成
に
y

皆

つ
け
声

瓦

。

奧
さ
ん

の
匯
孑
鳶
ん
は
、『
す

ダ
4
ぐ
で
假

呎

く
、
雲

れ
い

に
な
っ
た
と
い
う
y
と

は
知
っ

て
い
た
の
刄

こ
の
話
劼

″
ち
J

ま

れ
た
と
き
に
は
、
皆
さ
ん

が
賛
成
宮
Q
の
に
応
煢

蒔
間

は
歛

答

稾
摎
ん
で
レ
た
。

刄

笋

ぶ
る
と
、
思
っ
て
い

た
と
お
り
明
る
く
快
適
に
な

り
、
顰

兄
{

咒
で
い
埀
J
。

よ
そ
の
人
が
通
っ
て
匐

宵

返

っ
て
琴
め
て
い
孝
琢
冥

加
誤

っ
て
い
埀
y
。

そ
し
て
お
二
人
と
弓

「
穃
肩

さ
れ
て
か
ら
、
自
宅
の
前
を
毎

り
掃
除
に
巡

り
、
参
入
が
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
で
一
休
み
す
る
な

ど
、
前
に
は

な
か
っ
た
光
景
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
将
来
は

。
町
会
内
の
全
域

岑
罍
傴
し
、
隣
の
町
会
に
岐
及

恣
せ
る
な
ど
、
地
域
の
住
叭
万

力
兔

呂

享

牟

居
し
や
す
い

衷
-
か
つ
く
れ

屏

息

漿

げ
に
話
し
て

く
れ
ま
レ
応
。

島田　 浩さん

本木二丁目第4 号路線

長崎佳子さ ん

本 木二 丁 目 第10 号路 線

地
区
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
功
労
賞
を
受
賞

地
x

升
圃

卸

臓

、
そ

れ

ぞ

れ
の

地
x

の

実

情
や

特
色

系

と

羂

か

尽

豕

ち

づ
く
9

孚

蚤

め

て
ぃ

く

胴

澪

争

。

地
K

の
悵

や

ら
と

区
の

話

し

合
い

彑

罵

の
も

と

に

、

そ

の
地
x

に

応
じ

た

〝取

り

茯

め
〟

豕

陏

計
跼

と
し

て

冤

め
、

住
み

艮

い
ま

ち
を

つ

く

っ
て

ぃ
こ

う

と

り

フ
も
の

苳

。

現

痍

こ

の

制

度
に
よ

り

地

区

整

備

が

進

ん

で

い

る
　

「
扇

一
丁
日

地

区

」と
「
神
明

三
丁

目

地

ぽ
乙

の
ふ
ち

づ

く
9

″
舌
4

叉

昂

会
畏

に

お

硲

七
佃

い
ぶ

レ
応

。

扇

一
r

目

地

ぶ

蚕

弓

く

り
忝

考

灸

蚕

会

長
掌

宮

妛

哭

ん

は

、「
昭

和
6
1

年
当

叶

こ

の

地
x

に

は
め

ま

り

通

路

が

整

備

さ

れ
て

お

ら

す

心

來

、
雑

然
と

し

冫

麥

っ

に

な

っ
て

沿

夭

愚

れ

か

あ

っ

た

の
で

。

今
の

冫

っ
に

ま

ち
忝

莨

く

し
て

お

ぐ

必
要

が

茆

宮

号

も

爬

ま

だ

幤

㈲

の
濺

巾

互

了
か

、
地

区

の
俶
兄

は
、

公
剛
や
退
路
が

整
儺
ざ
れ
る
よ

う
に
な
つ
刄

喜
ん

で
い

ま

す
」
と
諾

し
て

く
れ
声

屁
叫

一
方
神
明
三
丁
目
地
区
ま

ち
う
ぐ
瑟

凛
冫
る

会
は
、

地
区
計
剛
事
業
で
9

価
弓

く
叺

公
諮

ら
れ
、
木
年
6

月
5

日

に

知
事

ま

ち
つ

く
り

功

労

心
奮

萇

じ

声

レ
た

。『
旭
X

計
画

制

度

を
晒

し
て

、

地
区

の

ホ
邑

つ

く
り

か

丿
拓

ら
れ

て

良

か
っ

た

。

皆
で

協
力
し
て

自
分
た
ち
の

ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
こ

劭
(
I

邨
な
の
で

歹
一
夊

萇

の
金

乍

卜

苓
へ

お
二
人
に
共
。
'尨し
て
い
る
の

に
、
ま
ち
は
今
だ
け
を
見
る

の
ア
ほ

な
べ

将
来
の
た
め

に
奈
V

ぞ
う
に

し
た
ら
圧
み

や
す
く
ひ

父
冢

考

ぺ

整

備
で
夸

飭

に
歩

弓

く
り

夲
夛
べ
き
、
と
い
う
強
い
信

、蓉

も
っ
て
、
収
り
痢
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。

金杉善二さん
知事まちづくり功労賞授賞式

小宮忠義さん

「
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」で

生
ま
れ
変
わ
っ
た
広
場

ま
ち
っ
く
り
ト
ラ
ス
ト
は
、

い
ろ
い
ろ
な
団
湊
や
住
民
か
ら

の
膺
付
今
を

笵

苫

し
て
灯

心

銀
行
で
渾
吊
し
、
そ
の
連
用

茲

奮

も

。つ
く
り
の
援
助
寫

と

し
刄
罰

り
万
る
も
の
で
す
。

こ
9

焉

づ
く
?

ラ
ス
ト

の
助
庚
佐

ヴ
け
双

氷
よ

町

の
『
み
た
け
しい
塲
』
に
痾
べ
や

ベ
ン
チ
、
シ
ー
ソ
ー
等
が
卜匠

さ
れ
、
い
こ
い
の
二
鵬
に
生
ま

れ
変
わ
り
一
じ

ち

こ
の
衣
石
。つ
く
り
の
エ
役
と

な
っ
た
み
た
け
広
蝴
今

尚

。
(

友
徑

り

往
一
方
垪
再
刄

は
『
回

煬
宗

悒
は

、
乙
が
蚕
心
つ
く

り
推

心
か
い
に
な
っ
て
い
る
こ

冫
も

あ
っ
て

、
こ
の
ト
ラ
ス
ト

助
収
制
窄
を
知
っ
て

申
し
ふ
み

ま
し
た
。
守
る
会
9

詰

、
区

や
妻

号

く
り

公

社
と

河
・
回

も
、
夜
間
に
会

台
を
閧
い
て

口

叫
し
実
行
し
て

い
っ
た
わ
け
で

す
か

ズ
B

の
尽
茎

笛
と

め

る
の
が
人
変
で
レ
飛

前
は
暴

走
族
の
た
ま
ひ
場
に
な
っ
た
り

し
た
こ
と
石

あ
り
豕
r
だ

が
、

今
は
明
る
い
水
銀
灯
が
つ
い

て

そ
う
い
'
冫

冲
石

な
ぐ
な

り
声

し
た

。
散
歩
や
幼
氾
笳
蔆

ぱ
せ
に
立
ち
郤
欠

も
多
ぺ

み
ん
な
し『
ん
で

い
ま
す
。
隣
り

の
御
余
呻
扛
の

狄
の
人
祭
は
、

整
蹣
さ
れ
た
人

場
卮

つ
で
、

例
年
に
な
ぐ
華
や
か
に
で

淞
る

加

と

思
い

ま
す
冫

謡

し
て

い
ま
」
だ

。

余

北
町
の

、み
の
り
広
場
」

象

茗

つ
く
り
ト
ラ
ス
ト
の
助

成
岑
孑
け
て

植
木
や
ベ
ン
チ
等

粲

謌

百

れ
、
袁

い

に
な
り

疼
‥
}だ
。
こ

灯
・
6、
仁
民
組
飛

の

・
み
の
り
地
域
衣
よ
く
J
ふ

余
』
と
区
む
よ
び
ま
ち
つ
く
り

公
阡
の

座
固
で
完
成
し

ま
し

た
。余

叉
の
自
井
心
ク
婀
霖
ん
は

次
の
ぷ
っ
に
冶
う
て
い
J
ヂ

。

友
剖
以

煢
冷

分
た
ち
の
超

叭
今

で

す
る
'
戸

な
の
で
、

熱
ふ
に
一
致
町

鉛
よ

し

声

訛
卜

で
夸

朏

ほ

、
よ
く

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
ま
し
た
か
、

今
は
き
れ
い
に
な

り
た
せ
い

か
、そ
ひ

恥
9

、
な
Q
F

だ

。

求
心
叫
る
く
な
っ
た
せ
い
か
、

神
皿

も
き
れ
い
に
皿

凡
ま
罵

そ
れ
に
灰
悶
脳

印
灯
が
明
る
い

し
、
ぷ
場
の
近
ぐ
に
庄
ん
で
ぃ

る
余
同
か

友
を
つ
け
て
ぃ

詢

で
、
心
少
年
の
非
行
皀

壽
り

場
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
'
。7

月
2
7日
、
こ
の
廣
規
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
が
盛
大
呂
口
わ
れ

ポ
n
た

。

大箕芳雄さん

みた け 広 場

石井正之助さん

み のり 広 場

自
主
管
理
広
場
・
歩
道
の
整
備

(
財
)
足

皀
区
妻

乙
づ
く
り

公
以

ぼ

、
い
き
い
忝
と
し

た

掻

螟

開
を
つ
ぐ
る

た
め

に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
広
劣

や

歩
道
の
蜃
湃
登
晟
U

て

い
ネ
冤

木
年
3
月
に
援
砂
y
母
け

整
澣
さ
れ
た
西
新
抃
ス
カ
イ
(

イ
ツ
倡

姦

武
熬

据

刀

冫

傳
二

完
成
し
て
1
0
千
も

た
つ
べ

木
か
戈
ひ
過
ぎ
て

苦
し
そ
う
で
し
べ

そ
こ
で

計
回
的
に
叭
樹

し
、
広
鰯
と
歩

姿
跖
琺
な
一

泛
荵
も
た
れ

る
ぶ
尽
上
げ

て
、
広
く
胞
え

ま

っ
に
し
て
参

り
い
ま
し

た
。ま

た
、四
一
回

心
舮

測

る

く
、
倪
關
で
も
女
心
し
石

っ
守

冲

が
で
膏
泛

竃

将
来
は
、
と
汳

尽

公
園

へ
崑
鰤
け
濮
果

て
咢
(
と

い

い
で

す
ね
・
と
話
し
て
い
ま

す
。こ

の
広
場
に
は
、
楽
し
い

椅
子
か
設
け
て
あ
ひ

、
秋
F

に
蔑

銃

て
ぃ
ネ
て

ま
爬

廼
路
に
㈲
し
て
ぃ
る
た
め
、

ご
囂
附
の
力
々
に
も
大
い
に

利
四
ぎ

れ
て
ぃ
七
チ

。

武蔵谷駿男さん

西 新井 ス カ イ ハ イツ 前

楽しい椅子

左上　なへなべ

右上　おちゃらか

左　 げんこつやまの
たぬきさん

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

住
宅
と
霾
片
・
家
内
工
場

か
同
居
し
、
そ
れ
か
埀
ち
の

活
気
と
な
っ
て
い
る
関
原
地
K

。
卜
町
哭

情
味
を
感
じ

麕
了
蜜

笂

並
み
も
、
一
方

で
木
苺

叙

が
啻
跼
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
災
害
へ
の
対

万
か
心

配
さ
れ
て
い
生

馬

そ
り
た
め
麗
代

こ
の
地
区

は
郡
の
防
災
俘
罵
圏
モ
デ
ル

耶
梟
の
指
定
痂
受
け
、
住
民

の
き
孝

夕

剪
も
に
災
害
に

つ
よ
い
ま
ち
づ
く
9

屬

腮

て
い
ネ
罵

こ
り
袤

づ
く

り
の
中
心
淋
な

っ
て
い
る
の

か
、
昭
和
6
1年
に
住
民
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
目
玉
叨
に
絽

収
さ
見

、『
関
原
一
回

丁

目
地
に
ま
ち
つ

く
り
辿
綸

命
肩

夛

。

蜜

ち
う
く
り
は
、
互
。い
に

ゆ
ず
9

曽

砥
持
か
人
切
で

す
。
迎
絡
余
は
、委
9

泯

枋

し
て
掣
心
ま

レ
た
。
氓
仞
の

頃
は
、
誓

詞

幤
に
酋
労
し

贏
缸

ぷ

、
忻
尽
ん
の
協
力

で
、
防
災
担

篠

叱
、陌

医

場
、
隅
切
り
整
而
、
防
災
米
樹

隕
卜
戸
の

果

が
參

蛍

し

な

特
に
防
災
果
樹
園
は
宇

人
れ
や
肥
料
の
丗
諾

嘔
と
が

杰

聊
晋
か

、
籾

茶

房

災

果
樹
園
奮
冕

失

枩
の
皆
さ

ん
か
よ
く
や
っ
歹

れ

て
い

刄

蛩
じ

て
り

チ

」
と
鈿

る
の
は
、
禄

高

母

鶏

初

か
ら
9

萇

斎
藤
沢
邵

兄
　

回

べ
と
同
時
に
、
窘
っ
の

活
気
本
湯
治

こ
と
箚
叨
原

地
区
9

呑

つ
く
り
の
窪
黽

y
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
兔

莨

は

祠

で

人
か
垠
審

貨

縋

黔
考

兄
る

こ

煢
呎
曩

苓
手

。
関
原
通

り
の
刀
了

舗
若

苳

の
一

つ
で
罵

そ
れ
と

富
原
画

跡
地
の
利
用
が
こ
か

ら
の

ま
ち
づ
く
り

に
は
人
切
で

笑

ま
ち
つ
く
り
は
、
僅
民
の

訴
齏

心
の
唄
刀
が
阿

片

ぱ

な
ひ
な
か
凖
ひ
晏

へ

協

力
夲
刄
忝
な
の
に
は
、
叶
回
9

初

か
ら
話
台
弓
こ

と
が

妲
脣
で

歹
。
惑

窄

出
跡
地

利
用
に
つ
い
て

叭
現
仕
、
商
店

の
万
、
工

場
を

経
撚

レ
て
い
る

方
、
住
ん
で
い

る
刀
な
ど
、
新
海
兀
の
た
め

に
な

り
利
用
大
話

忿

笥

の

万
々
と
一
略
に
話
し
台
う
て

い
ま
す
剪
諮

う
て
い
串
冢

「
自
ら
9
}
瓦

脇
目
ら
の

・
斟
で
」そ
P

名

こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
の
関
原
9

夢
弓

く

り
に
伍
か
さ
れ
、
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
石

脈
々
と

冐
縊

が

れ
て
い
く
'
左

が
川
侍
さ
れ

毒
耳

防 災果 樹 園

斎藤武雄さん

防災 路 地緑 化

野

外

彫

刻

の

設

置

(
財
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
で
は
、
文
化
の
杳
り
高

い
芸
術
性
釁
公

笛

ぢ
づ
く
9

冐

き

し
、
ホ
気

な

か
に

彫
刻
膏

収
苣
す
る

耐

刻
の

多

翆

ヤ
ラ
リ
1

屬

冫
覦

僕

氏
の
万
と
共
に
展
開
し
て

い
嫐
7
。

今
回
、
設
置
し

た
乍
品
は
、

第
二
回
野
外
彫
刻
コ
ン
タ
ー

ル
に
お
い
刄

足
立
区
彫
刻
の

吝
駝
爪
お
よ

び
地
元
の
委
貝

の
方
に
よ
る
審

杳
で
入
心
じ
た

も
の
万
言

。

ぶ
東
へ
の
刄
い
常
溽

鐚
政
弘
匯
ん
は
、
「
2
1
脱
紀
を

日
加
に
し
て
平
和
で
明
る
い

竺

笳

鼎
み
て
ぶ

膃

歹

る

子
面

の
廖
冨

い

摎
旨

じ

た
'

匕

作…
品
の
ね
ら

い
鷽
r

う
て
い

ま
レ
た
二

人

地
元
の

だ
城
町

公
艮
千
葉
留
億

兄

は
、「
す

ば
ら
し
い
彫
鄙

ヾ
占

う
れ

し
い

気
持
て

い
っ
ぱ
い
で

す
。
叫
骨

平
和
に
粢

七

岔

つ
に
祈
否

対

に
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
刄

末
長

く
穴
一

に
し
た
い
と
思
い
ま

す

片
芒
9

癶
羊
添
っ
て

い
主

焉

こ
の
ほ
か
只

貫
し
た
印

乱
丿
点
に
つ
い
て
も
、
区
内

に
設
芦
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。

□
設
置
場
所

▽
諂
4

否

占
田
ビ
ル
2
　

弓
朗
前

▽
東
和
2
丁
日
交
麗
占一

▽
七
長
川
遊
歩
晒

▽
酉
抃
擂
和
通
り
商
吸
引

千葉留雄さん

除幕式風景( 7 月6 日)

錦織　 弘さん

江 北 区 民事 務 所 宮 城 分室 前 に
設 置 さ れた 彫刻( 未来 への 誓 い)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
プ
チ
テ
ラ
ス

吊
汽
卜
内
を

癩
く
と
、
沿
路

卜
い
に
。
ホ
ン

片
ず

る
よ
う
な

曹

な
公
園
に

山
白
い
坐

町

光

附

に
ゅ
と
兄

る

四
面

を
つ
く
る
こ
と
二

ぶ

由
似
叱
の
種
題
、
都
市
卜
西

の
演
出
、回

心
・・回
廴
、リ
ミ

ュ
ニ
テ
ズ

面

な
ど
の
牋
涵

の
向
土
を
目
ぎ

片

ヅ

チ

テ
ラ
ス

設
心
事
業
ぶ

颱

そ
の
一
つ
、
西
片
兵
和
噌

り
践
価
劭
の
中
代
に
、
叫
な

夕
な
に
缸

擶

り
万

ど

か

愬
つ
フ
チ
テ
ラ
ース
鴬

り

ま
す
I

屋
唄
形
の
ア
ー
チ
に
水
飲

み
付
き
り
旧
火
栓
、
陶
器
の

ベ
ン
チ
、
木
温

叭
や

】心

さ

な
空
凹

徇

い
か
皿
じ

ら
れ

衣

す
。

西
田
面

北
剛
に
包

川
片

庄
七
の
仙
尽

そ

川
来
た
公

営

、
ち
ょ
う
ご
硝

瓜

に

あ
っ
た
L
地
図

で
買
収
)
と

一
体
で

整
㈲
し
た
も
の
で

す
。青

井
収
和
面
り
酉
拈
函
振

賤
総

り
I嶌

づ
く
9

び

友

の
中
座
陬
人
火
h

、
友
そ

は
、
す
っ
か
り
瞑
拓
治
に
溶

け
己
'仙
ご
い
七
甼

、
い
い
も

の
茫
…
必
一
万

こ

祐

は

商
店
町
で
守

と
て
い

ざ
た

い
'
と
話
し
I
丿之

れ
ま
し
た
。

中 里俊夫さん

青 井四 丁 目 プ チ テラ ス

水
飲
み
付
き
消
火
栓
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募

集

特
別
区
職
員

身
体
障
害
者
対
象

募
集
職
種

嘉
務
(
Ⅲ
類
)

採
用
予
定
人
員

約
4
0人

受
験
資
格

次
の
要
件
を
f
べ

瀛

な

芳

ワ
身
体
障
害
耋
豪
宕
靱

も
の
方

マ
選
考
申
込
時
お
よ
び
採
用
　

時
に
、
引
き
譬
稱
匐
区
の
　

区
域
内
に
住
所
が
灸
芳
　

マ
昭
和
3
9
年
t
月
2
口
か
ら
　

昭
和
4
9
年
t
月
1
日
ま
で
に

生
貴

だ
方

マ
自
力
ぶ
魴
が
で
責

介

護
者
な
し
に
職
務
の
瀰
汀
が

可
觴
な
方

▽
通
常
の
勤
務
時
間
に
対
応

で
齊
男

▽
活
字
印
刷
文
に
対
応
で
き

る
方

一
次
選
考
日
H

月
3
日
(
日
)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書

(各
区
忿『

特
別
区
人
事

委
員
会
事
務
局
試
験
課
で
配

布
』
一
通
受
郵
送
ご
素
ほ

持
参

申
込
先
・
申
込
鈿
限

マ
郵
送

…
特
別
区
人
事
耆
豆
單
務

局
試
験
課
、9
月
2
0日
消
印

有
効

マ
持
苧
・①
各
区
役

所
人
事
相
当
課
、9
月
2
4日

～
2
6
日
②
特
別
区
人
事
委
　

員
会
事
務
局
試
験
課
、9
月
　

2
4
日
～
2
7
日

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
　

時
～
午
後
5
時
(
日
曜
・
祝
　

日
・
第
1
・
t
土
曜
日
を
瞭

べ
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

問
合
せ
先
特
別
区
人
事
委
員
　

会
事
務
局
試
験
課
〒
1
0
2
千
　

代
田
区
九
段
北
1
-
1
-
4
　

a
(
3
2
6
5
`
一
〇
6
7
1

第
4
4回
区
民
体
育
大
会

□
卓
球
大
会

日
時
9

月
哭
只
日
)
、
午
前

9
時

場
所

燮
叉
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
、
中
単
生
以
上
の
方
で

嚮

す
李

ど

人
の
チ
ー

ム
種
目

団
体
戦
(
シ
ン
グ
ル
ス

4
、ダ
ブ
ル
ス
ー
9

晋
戦
)

費
用
L

チ
ー
ム
千
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
チ
ー
ム

名
、
代
表
者
お
よ
び
出
場
選

手
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号

動
務
先
を
明
記

申
込
期
限
9

月
8
吁
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

庄
司
徳
之

助

〒
1
2
1
西
伊
興
4
上
し
I
　
H

登
(
3
8
5
3
ゝ
2
0
3
8

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
1
0
月
2
0
E・
1
1月
3
日
、

午
前
9
時

場
所

中
央
本
町
体
育
館
ほ
か

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
、

捩

以
上
の
万
で
編
成
茗
　

チ
ー
ム

種
目
―
人
制
、7
(
制
の
男
　

女
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

費
用
L

チ
ー
ム
3
千
円

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
9

月
9
日

申
込
・
問
合
せ
先

田
中
雷
仔

昔
(
3
8
5
0
)
3
9
9
5

□
軟
式
庭
球
大
会

日
時

旬
月
6
日
(
日
)
、
午
前

9
時
(
臾

の
場
合
は
埒
　
1
3
E
)

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ほ
か

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
、
高
校
生
以
上
の
冫
人

1
組
豪
玉
T

ム
と
し
ま
す

種
目

男
女
別
の
ダ
ブ
ル
ス

(高
校
、
一
般

成
年

、
壮

年
等
の
ク
ラ
ス
竝
淤
り
)

費
用

▽
高
校
生
・
:千
円

▽

一
般
・
:千
5
0
0
円

申
込
ゐ
法

チ
ー
ム
ご
と
に
、

出
僣
竿
の
住
所
、
氏
名
。

電
話
番
号
、
勤
務
先
(
通
学

先
)
を
明
記
」だ
も
の
を
同

封
の
う
凡
、
費
用
奮
9

そ
　

現
金
書
留
で
郵
送

申
込
期
限
9

月
3
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

鹿
角
正
昭

〒
1
2
0
千
住
柳
町
2
8
-
2

a
(
3
8
8
8
)
3
7
0
6

□
少
林
寺
拳
法

日
時
1
0
月
2
0貝
日
)
、
午
後

L
時

場
所

柳
原
小
学
校

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

お
よ
び
逕
哭
冒

種
目

組
演
武
、
団
体
演
武

費
用

▽
小
学
生
・
:川
円

▽

中
学
生
…
2
0
0
円

▽
一
般・
:

千
円

申
込
方
法

費
用
を
痔
参
の
‘つ

え
、
直
接
申
込
先
へ

申
込
期
限
9

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先
坂
井
圭
子
　

〒
1
2
0
千
住
旭
町
4
0
1
-
2
5

`
‘
(
3
8
8
士
6
7
0
5

□
山
岳

日
時
9

丹
2
8・
習
二
L

泊

小
出
ス
キ
ー
ロ
ッ
ジ
泊
)

※
9
月
2
8ぽ
、
午
後
3
時
に
本

庁
舎
(
千
住
)
前
に
集
合
し
、

出
発
。

場
所

越
後
守
門
岳
(
新
潟
県
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
、1
6歳
甼
あ
歳
ま
で

の
健
康
な
万

費
用
1

万
8
千
円

申
込
方
法

費
田
屆
寥
の
う

え
、
直
接
申
込
先
へ

申
込
期
限
9

月
1
4日

申
込
・
問
合
せ
先

▽
駒
草
山

荘

〒
ほ
千
住
I

邸
ト
ー

登
へ
3
8
8
1
)
2
4
9
0
　

▽
マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

〒
1
2
3
　

関
原
―
-
1
6
-
H

昔
卜
3
8
4
8
)
5
1
0
1

足
立
区
職
員

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等

下

表
り
と
お
り

選
考
日
1
0月
1
3
E
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
4

年

4
月
1
日
以
降

申
込
方
法

履
歴
書
を
痔
参
、

炭

ほ

郵
送

申
込
期
限
9

月
1
3日
消
印
有

効
受
付
時
間
午
前
9
時
～
午
後
　

5
時
(
日
曜
・
祝
日
・
第
2
・

4
土
曜
日
を
啄
く

、
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
`
杲
千
　

住
)

・
人
事
係

〒
3

千
住

1
-
4
-
1
8

催
し
も
の

紙
す
き
体
験
教
室

郷
土
溥
售
嬰
にほ

、
足
立
で

地
す
き
紙
が
古
く
か
貶
付
わ
れ

て
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
紙

す
き
(
ガ
キ
を
つ
く
る
体
験
教

室
奮
付
い
朿
罵

お
子
齏
心の

夏
休
み
の
宿
題
に
も
最
適
で
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
笋
加
く
だ
さ

い
。

日
時
8

月
2
5日
(
日
)
、
午
後

2
時

対
象

小
学
校
3
年
生
以
上

定
員
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

昔
(
3
6
2
0
一
9
3
9
3

「
音
楽
の
夕
べ
」

夏
の
夕
べ
の
ひ
仁
と
き
示
・

中
営
汞
誕
で
る
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
8

月
2
1日
(
水
)
、午
後

息

了
眞

場
所

綾
瀬
駅
前
「
は
と
広
場

(通
称
ご

出
演

綾
瀬・
東
綾
瀬
小
学
校
、

東
綾
瀬
・
蒲
原
中
学
校

主
催

青
少
年
対
策
綾
瀬
地
区

委
員
会

問
合
せ
先

東
綾
瀬
区
民
事
蘓一

所公
(
3
6
2
0
)
1
9
5
1

特別経済講演会
「日本の好景気は
どこまで続くか」

金
利
の
自
申
化
や
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
擠
碼
と
、
ふ「
後
の
日
本

経
済
に
つ
い
て
考
兄
て
み
ま
せ

ん
か

。

日
時
9

月
4
日
(
水
)
、
午
後

冫
時
A

時
3
0分

撮
酊

産
業
振
興
館
2
階
、
第

一
ホ
ー
ル
(

無
料
)

講
師

吉
野
俊
彦
氏
(

山
一
証

券
経
済
研
究
助
特
別
顧
問
)

申
込
方
法

電
話
予
約

主
催

足
立
区
・
恵
尽
商
工
会

議
所
足
立
支
部

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
興
課

容
(
3
8
8
0
乙
5
1
9
1

お
知
ら
せ

「ルックi nあだち」

No. 46が完成

区
政
の
出
来
亊
や
皆
さ
ん
の

身
拝

磚

報
を
紹
介
す
ろ
薬
し

い
ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
・
l
n

あ
だ
ち

」。そ
の
第
4
6
号
が

菠

し
、
区
の
施
設
、
金
融
機
関

、

大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
涙
力
所
で

放
映
中
で
す
。
賃

と

覧
ぐ
だ

さ
い
。

次
た
、
家
庭
で
も
楽
匚
必
る

ぷ
つ
に
、
貸
し
出
し
も
し
て
い

ホ
y
の
で
、
'
荊
用
く
だ
さ
い
。

第
4
6号
の
内
容

「
男
女
共
生

杠
会
啻
の
ぎ
し
て
」「
必
こ
ち

リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

貸
出
窓
口

図
書
館
、
情
報
公

閧
課
(
本
庁
舎
、
中
央
本
町

―
=
)

迄

銭

の
楽
し
い
話
題
や
情
報

を
広
報
課
ま
で
お
寄
せ
ぐ
だ
さ

い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
牟
住
)
・

広
報
課

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
の
1

階

(竹
の
塚
障
害
福
祉
館
部
分
)

お
よ
び
I
陬
(
北
部
福
祉
事
務

所
部
分
)

の
改
修
工
甼

万

荷

か
ら
1
2
月
(
予
定
)
ま
で
行
い

ホ
瓦
工
事
期
間
中
は
、利
用

者
の
皆
さ
ん
咬
」溘
轡
簒
ぶ

口
望
平
か
、ご
理
解
と
ご
協

力
氈
顛
い
¥
ヂ
。

な
お
、
工
事
に
伴
い
。
竹
の

塚
障
害
福
祉
館
の
曾
U
出
し
の

一
部
を
中
止
匚
罍
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)・

障
害
福
祉
課

教

育

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
内

に
在
住
し
、
平
成
4
年↓
月
に

小
学
校
へ
入
學
士
る
予
定
の
、

心
身
に
障
害
が
茆
や
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
曇
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
、
就
学
相
談
鷽
忖
つ
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
教
育
の

塲
を
ど
'
」に
求
め
た
う

ぶ
い
か

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

応
に
ま

す
。

相
談
・
申
込
受
付
日
時

毎
週

月
曜
日
卜
金
曜
日
、
午
前
9
　

時
1
午
後
5
時
(
祝
ほ
は
朕

く
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

涓
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

教

育
セ
ン
タ
ー
就
学
相
談
相
当

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

綾

瀬

川

み
ん
な
で
水
質
調
査

昨
年
に
続
い
て
、
第
1
回

鼠
汞
質
ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ
が
7

月
2
4日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
全

国
一
級
河
川
の

中
で
水
質
ワ
ー

ス
ト
ー
の
綾
瀬

川
の
現
状
逅

解
し
て
も
y
。お

う
と
、
則
水
こ
皸
の
公
竍
と

詈
奠
だ
靂
じ
た
も
の
で

す
。前

回
同
様
、
国
、
都
、
埼

玉
県
と
綾
瀬
川
流
域
の
I
区

一
巾
2
局
調
杏
7
夛
。

地
球
饗
を
茗
?
誉

る
彗
襦
ひ
高
ま
る
中
、
募
集

人
員
を
上
回
る
応
募
が
あ

り
、
総
熬
人
ぶ
廐
で
綾

m
、
謾
、
悁
?

河
川
と
一
月
に
磴
z
れ
た

浄
化
施
設
を
見
学
し
な
が

ら
、
同
時
に
水
質
夲
調
森
し

声
処

。

調
杏
地
点
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
川
の
特
徴
や
問
題
点
に

つ
い
て
の
訊
明
を
爬
き
、
実

際
に
バ
ヶ
ツ
で
採
水
し
た
水

の
、
色
、
に
お
い
、
驫
叨
度

な
こ
蚕
響
胥
¥
乙
た
。
そ

し
て
、
中
央
本
町
保
健
相
談

所
の
検
査
会
場
で
、
さ
ら
に

詳
し
ぐ
水
の
汚
れ
具
合
を
調

べ
声
処

。

結
果
が
ぞ
蜃
る
と
、「も

っ
と
身
の
回
り
に
気
を
つ
け

て

生
活
し

な

け
れ
ば
…
」「
昔

の
ぶ
冫
な
、
き

れ

い
な

川
に

し

た
い
で

す

ね

」
と
参
加
者

9
″
。

皆
癶
ん
の
環
境
問
題
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
声
レ
た
。

A
環
境
課
水
質
調
査
係
V

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎( 二R主) 1階区民相談室

所在地 平住1- 4- 18B3882- 1111 ㈹
困ったことや心配なことがあり ましたら、お気軽にご利用ください(無料・秘密厳守)

都
・
公
社
住
宅

賃
貸
住
宅
空
家
入
居
者
の
募
集

申
込
期
限
8
月
9
日
～
8
月
1
9
日

申
込
用
紙
配
布
場
所
竹
の
塚
営
業
所
(
竹
の
塚
6
-
1
8
　

-
1
9
一
)
、㈱
丸
井
上
野
店
等
で
、8
月
9
日
～
1
9
日
の
　

間
、
配
布
し
て
い
ま
す
(
一
部
4
5
0円
)

。

く
わ
し
く
は

、
都
・
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
へ

昔
(
3
4
0
9
)
4
5
2

り
Q
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みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住) ・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

健

康

暮ら し ウ ォ ッ チン グ

「ボケないために
今 からどうしよう! ? 」

「
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
y
夕
私
た

ち
に
忍
び
寄
る
滾
ヶ
气

軣
門
家
の
助
言
糞
酉
算
茅

ら
、
ポ
ヶ
↑に
つ
い
て
一
緒
に

考
4
にみ
声
じ
ょ
う
。

日
時
9
月
6
・
1
3
E
、
い
ず
　

れ
も
午
後
1
時
～
t
時
(
2
　

日
制
)

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

マ
鈴
木
降
廻
氏
(
都
・

老
人
総
合
研
究
所
医
師
)
　

マ
中
沢
清
氏
(
都
立
心
身
障

害
者
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
歯

科
医
師
)

▽
井
上
八
重
子

氏
(
え
い
灸

蟄
昂
築
養

士
)

定
員
7
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所

公
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

赤
ち
ゃ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

両
親
学
級
パ
ー
ト
2

蛋
れ
た
ぱ
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
と
お
昴
い
寺
る
に
は
、
ご
つ

し
た
'
{よ
い
の
で
し
ょ
急

…一
。

「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
」

に
つ
い
て
、
専
門
家
が
お
話
U

求
y

。

日
時
&

月
3
0
匯
(
金
)
、
午
後

L
時
覗
7
3

時
卸
分

対
象

新
し
ぐ
お
父
さ
ん
、
ま

か
ほ
お
母
さ
ん
に
な

り
万

講
師

庄
司
順
一
氏
(
都
立
母

子
保
健
院
心
理
指
導
員
)

定
員
3
0

人
(

先
蒼
氓
)

申
込
方
法

圦

猖
甘

、
午
前

旦

胴

芬

か
ら
電
話
予
約

※
母
親
學
嶽
に
茫

讐

れ
た
方

も
。
ぜ
ひ
ご
笋
加
ぐ
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所き
(
3
8
8
8
)
4
J
?
了

「家族の役割って何? 」

一精神障害者のいる
家族の方ヘー

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
問
順
を

共
に
考
兄
、
解
決
の
糸
口
を
探

し
て
い
空
専
ん
か
。

日
時
9

月
3
貝
火
)
、
午
後

L
時
卻
分
A

時
叩
分

対
象

足
立
属
蓆
管
内
の
精

神
障
害
者
の
い
る
家
族
の
万

稾

哭
(

卷
履
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
、
次
の
よ

う
な
相
談
に
答
・戞
だ
め
、
毎

月
、
お
近
く
の
区
民
更
黔
所
に

出
憮
じて
相
塾
怎
a

忖
け
て

い
祟
歹
(
下
表
)
。

▽
保
険
料
衣
た
め
て
し
汳
つ
て

納
め
ラ
れ
な
い

▽
長
い
間
、
納
め
て
い
な
い
の

で
。
年
金
は
も
ら
凡
な
い
の

で
は
な
い
か

▽
年
金
の
仕
絅
み
や
手
偕
忝
　

よ
ぐ
分
か
ら
な
い

▽
事
情
が
あ
っ
て
、
も
う
少
し

待
つ
て
ほ
し
い

片
兀
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
ぶ
髫
縋
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

a
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

8 月のねんきん出張相談

福

祉

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

弓
罵
悩
ん
で
い
る
こ
こ
は
あ
9

専
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

享
な
ベ
テ
ラ
ン
の
保
母
が
育
成

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
愿
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

酉
新
井
本
町
4

-
1
9
-
2
3
S
(
3
(
8
)
O
)
　

3
2
0
0
…
毎
週
月
・
土
曜

日

▽
親
隣
館
保
育
園

梅

田
4
-
2
9
-
6

昔
(
3
8
　
8
9
)
3
8
6
0

・
:毎
週

水
・
金
曜
日

マ
新
田
保
育

園

新
田
2
-
―
-
頂

き

(～
1
4
)
6
4
8

・・・

毎
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
帯
爲
劭
接

問
合
せ
先

本
庁
舍
牟
住
)・

児
童
助
成
係

特 別 障 害 者 手 当
障 害 児 福 祉 手 当
福祉手当( 経過措置分)

今月は定例払月です

―
月
1
0阡
ご
ろ
、
届
け
出
を

さ
れ
た
預
金
口
座
に
手
当
(
5

月
～
7
月
分
)
を
振
り
込
み
ま

匚
だ
。
預
金
通
帳
F
印
か
ん
を

持
参
の
う
入
、
灸
巌
機
関
で

支
払
い
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
奠
千
住
)
。

障
害
福
祉
係

生

涯

学

習

生
き
が
い

奨
励
金
の
支
給

区
で
は
、
高
齢
者
の
顰
感
ん

が
生
き
が
い
を
持
つ
と
と
も

に
、
恚
釁
遙
じ
て
自
ら
奎
咼

め
健
康
で
充
実
匚
だ
人
牛
苳
還

る
こ
と
、
褒
膓
康
回
復
な
ど

奩
品
と
し
て
、「
牛
荅
が
い
奨

励
金
」
を
支
掵
泌
ヂ
。

こ
の
制
彦
ほ
、
7
0
歳
～
7
4
歳

{
芳
に
5
千
円
、
7
5歳
以
上
の

方
に
7
千
円
を
年
L
回
支
給
す

る
も
の
で
罵

対
象
&
月
1
日
現
在
、
区
内

に
居
住
す
三
勁

歳
以
上
の
方

(年
齢
は
平
成
4
言

月
3
1

日
現
在
)

※
な

ど

、
所
得
制
限
が
あ
ひ

孚

。

支
給
時
期
n

一
月
1
日
(
予
定
)

支
朏
方
法

郵
便
局
や
銀
行
嫦

の
金
融
機
関
へ
の
口
座
振
ひ

込
み

申
込
方
法

今
年
新
た
に
対
象

ど
な
っ
た
方
へ
8

月
1
0日

に
支
給
申
出
の
用
紙
を
お
送

ひ
し
ま
レ
尽

口
座
番
母
游

を
記
入
し
、
押
印
の
う
人
、

返
送
し
て
ぐ
だ
さ
い

※
去
年
、
既
に
申
出
書
を
提
出

レ
た
方
は
、
今
年
は
提
出
の
必

要
か
お
り
再
瓦
。
今
年
か
ら

男
旱
原
し
は
あ
n
ま
せ
ん
の

で
。
去
年
現
金
で
申
し
粢
れ

た
方
は
、
口
座
振
ひ
込
み
の
手

偕
忿
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
ぼ
只
千

住
)
生
涯
教
育
推
進
課

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
。
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:広
報
課

募
集

☆
手
あ
み
の
会
(
ビ
ギ
ン
ー

ザ・一
石
卜
)

毎
丹
第
1
・
3

月
曜
日
、
午
後
L
時
―
c

時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/

月
額
千
8
0
0円/
坂
本

丹

(
3
8
8
6
)
a
4
9

☆
合
唱
団
グ
リ
ュ
ー
ネ
ワ
儿

卜

饂
宝

曜
日
次
隘
甘

曜
日
、
午
後
7
時
ふ

時
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
月
額
5
0
0

円
/
早
乙
女

魯
(
3
8
5
Q
J
)
g
)
4
4
8

☆
油
絵
(
フ
″
ル
テ
)

毎

婆
薩
日
、
午
後
1
時
3
0分

廴
ゑ
濮
芬
/
舎
人
セ
ン
タ

ー
/
入
会
乖
由

、
月
額
2

千
円
/
細
矢

登
(
3
8
8

3
)
5
f
0
5

☆
西
新
井
大
極
挙
ク
ラ
ブ

毎
週
土
曜
日
、
午
後
L
時
3
0

分
A

時
/
興
本
セ
ン
タ

ー
/
入
会
令
千
円
、
月
額
2

千
円
/
安
成

昔
(
3
8
4
0
)
(
0
7
4
0

☆
生
け
花
(
む
ら
さ
き
は
な

な
)

毎
月
3
回
火
曜
日
、

午
傑
晶
了
良
時
ノ
エ
ル
・

ソ
フ
ィ
ア
/
月
額
3
千
円

(材
料
費
実
費
負
廻
/

鈴

木

昔
(
3
8
)
0
5

ぶ

掲
示
板

◆
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」
募
集

応
募
資
格

高
校
生
に
限
る

テ
ー
マ

税
に
関
寸
^
X
A
J

応
募
規
定

一
人
一
編
1
千

字
以
内
で
、
作
文
の
末
尾

に
応
募
者
の
圧
所
、氏
名
、

性
別
、
学
年

学
校
名
お

よ
び
学
校
所
在
地
鷽
明
記

表
彰

僵
秀
曾
E

に
は
、
賁

状
と
記
荅

冐

贈
呈

応
詈

蓊
9

月
5
日
ま
で

に

学
校
奮
堰
じ
て

学
校

所
在
地
童
亟
鞜
す
る
税
務

署
へ
郵
送

問
合
せ
先

▽
足
立
税
務
署

登
(
1
)
6
2
4
1
　

▽
西
新
井
税
務
署

昔
(
3
8
4
0
T
-

◆
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ

ミ
ナ
ー
「
自
動
車
電
気
装
置

サ
ー
ビ
ス
業
務
」

日
時
9
月
2
6
日
～
1
0
月
9
　

貝
1
0
日
間
)
、午
前
1
0
時
　
～

午
後
t
時

場
所

都
・
自
動
車
整
備
振

興
会
(
西
武
新
宿
線
野
方

駅
徒
歩
7
分
)

対
象

お
お
む
ね
5
7歳
以
上

で
、
講
習
終
了
後
、
自
動

車
電
装
品
整
備
業
界
で
サ

ー
ビ
ス
業
蔡
な
ど
の
仕
事

を
匚
た
い
方

定
員
3
0
入
(
選
考
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

希
望
コ
ー
ス
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
香
耳
明
記

申
込
期
限
8

月
2
0
E必
着

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
労

勵
経
済
局
高
齢
者
対
策
室

事
業
推
進
課

〒
旧
―
肌

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
　
I

豐
(
5
j
2
0
)
4

◆
同
和
対
策
事
業
・
製
靴
技
　

能
講
座
(
製
甲
コ
ー
ス
)

日
時
9
月
9
日
～
1
0
月
2
　

日
(
8
日
間
)
、午
後
1
時
　
y

9
時
珀
芬

対
象

都
内
に
在
住
し

、
製

靴
業
に
従
事
し
て

い
る

方
、
袤
こ
は
従
嶌
忝
希
望

し
て
い
る
万

定
員
3
0

人
(
面
談
の
う
X
　

選
考
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口

申
込
日
時
8

月
2
7
心
甘

、

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

台
衷

刀
校

〒
抛

景

区

橋
場
1
-
1
-
6
(

都
・

産
業
労
働
会
館
内
)

登

(
9
6
)
2
9
6
1
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RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

激しくダイナミックに

花 畑 大 鷲 神 社 獅 子 舞

7
月
2
1日
。区
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
花

畑
大
鷲
神
社
獅
子
舞
が
勇
壮
に

行
わ
れ
奔
し
た
。

こ
の
獅
子
舞
は
、
毎
年
T
月

の
第
1
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
雌

獅
子
、
中
獅
子
。
大
獅
子
の
ふ

頭
が
、
太
鼓
を
打
ち
腸
ら
」
な

が
ら
舞
い
ネ
y
。
江
戸
時
代
中

期
か
ら
伝
倪
と
言
わ
れ
、
こ

の
地
に
流
行
レ
忌
病
ば
ら
い

の
行
事
と
し
て
汨
ま
っ
た
も
の

で
歹
。

当
日
は
天
気
に
壑
暈
萪
、

多
く
の
見
物
人
で
に
ざ
わ
い
、

激
し
く
舞
う
獅
子
の
姿
に
「
今

年
の
獅
子
は
元
気
が
い
い
ね
」

と
9
『

舞
が
終
わ
忝
た
び
に

大
忝
な
拍
手
が
わ
膏
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。

大胆 に獅子 が舞 う

み
ん
な
で
手
作
り

お
化
け
屋
敷

保
木
間
保
育
園

夏
と
言
え
ば
お
化
け
の
季

節
。
み
ん
な
で
豕
格
的
な
お
化

け
靨

乖

摎
っ
て

憚
5

べ
7

月
2
4日
、
保
木
間
保
育
園
で

お
化

け
屋
敷
ご
っ
こ
が
行
p

れ

ま
し
た
。

園
児
と
保
母
癶
ん

が
制
作
に

取
口
貴

…一
り
一
週
間
。
段
ボ
ー

ル
で
作
っ
な

君

、
棺
お
け
、

セ
ロ
フ
ァ
ン
の
火
の
玉
な
ど
、

力
作
が
い
っ
ぱ
い
の
お
化
け
屋

敷
が
で
登
興
冐

隹
に姙

。

当
日
は
、
北
保
木
間
保
育
園

の
園
児
を
招
气

お
化
け
に
ふ

ん
蜜

薗

児
た
ち
や
保
母
{
兄

は
、「
め
い
っ
ぱ
い
脅
か
す
ソ
」

と
や
る
気
満
弋

中
に
入
っ
て

く
る
子
巖
た
ち
へ
恐
怖
の
歓
迎

を
し
て
い
ま
し

た
。
あ
ま
り
の

怖
さ
7
に
中
に

入
れ
ず
泣
き
出

す
甼
の
姿
も
。

示
さ
い
こ

忝
聊
瓦
ん
な

で
協
力
し
て
、

何
か
作
る
と
い
う
'
y
ほ
、
友

達
の
和
や
協
調
性
を
ほ
ぐ
く
む

う
驫
夫
切
な
こ
と
で
y
侭

お
化
け
匣
敷
作
隍
沢
ん
な
楽

」
ん
で
や
っ
て
い
声
処
よ
」

と
笹
川
園
長
。

お
化
け
と
い
≒
后
じ
ぐ
な
る

イ
メ
ー
ジ
と
ば
裏
腹
に
、
手
作

獄
花

け
屋
敷
の
中
は
。
園
児

た
か
と
保
母
さ
ん
の
熱
気
で
ム

ン
ム
ン
し
て
い
ま
し
た

。

ヒ エー! ! お 化けが 出た ー

こ
ぼ
れ
そ
う
な
笑
顔

地
域
と
の
か
け
橋
に

会
場
内
は
、
見
学
者
た
ち
で

あ
ふ
れ
る
堽
か
り
。

β
そ
1
れ
そ
れ
そ
れ
お
祭
り

だ
あ
卜
♪

忍
者
(
ア
イ
ド
ル
歌
手
)
の

歌
に
合
わ
せ
、
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
香
星
忝
な
、
福
祉

作
業
係
の
通
所
生
た
ち
蔀
誨
り

始
め
ま
す

。す
三
と

、会

煥
内
に
手
拍
子
が
響
き

わ
た
り

。
も
う
最
高
の

盛
d
・
4
D
°

こ
れ
は
、
了
月
2
1日

に
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
汀
わ
れ
た

孑
I

プ
ン
ま
つ
り
"

の
一
場
面
で
す
。

「
ど
の
ぷ
刄

通

動

を
し
て
い
る
か
、
地
域

の
万
々
に
知
っ
て
も
ら

う
と
同
時
に
、
交
流
を

深
め
、
今
後
の
運
営
に

理
蟹
協
力
を
い
た
だ
こ
う
」

と
同
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し
た
の

が
、
こ
の
お
ま
つ
り
。

こ
の
日
は
、
ほ
か
に
も
通
所

生
た
ち
の
日
常
の
活
動
が
公
開

さ
れ
た
り
、
障
害
者
の
万
の
手

芸
や
陶
呉
曾
の
作
品
が
即
売

さ
れ
、
大
盛
況
Q
つ
石
に
幕
を

閉
じ
詆
レ
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
臙
も
セ

ン
タ
ー
ま
つ
n
な
と
い
ろ
い
ろ

な
菲
畆
釡
訂
画
し
て
い
ホ
y

の
で
、皆
さ
ん
豁
ぜひ
、
お
気

軽
に
お
立
ち
よ
9

、だ
さ
い
。

勺

しj

わご

よ
リ

「きれいですね」と見学 者t Z) 1人

家族と共に
楽しい
ひととき

7
月
7
ほ
。
竹
の
罹
セ
ン
タ

ー
で
、
第
4
2回
身
体
障
害
者
と

家
族
激
励
黶
夫
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
9
(

会
は
、「
同
じ
境
遇
に

あ
る
障
害
者
の
万
々
が

、
互
い

に
励
ま
し
あ
い
I

髻
易

つ
て

飛
躍
す
る

、
そ
の
一
助
に
な
れ

ば
」
と
足
立
区
肢
体
障
害
者
福

晢

茘

が
主
催
し
た
も
の

。

当
日
は

、
2
0
0人
程
の
会
員
が

参
加
し
、
式
典
の
後
、
会
員
に

よ

刀
ラ
オ
ヶ
大
会
や
地
元
愛

好
会
に
よ
る
舞
踊
な
ど
で

、
楽

し
い
一
日
鶯
蜀

」
」
歪

」
だ

。

ま
べ
大
会
中
。
雲
仙
・
普

腎
杤
災
害
義
堡
忝
夛
沢
、

総
額
5
万
5
千
5
9
3
円
か
日
本
赤

土
y
扛
に
寄
付
さ
れ
訳
し
た
。

寄付金とともに漓心を送りました

新
し
い
川
の
魅
力
発
見

水
上
バ
ス
「
さ
く
ら
」
試
乗
会

梅
雨
も
明
け
、
雲
ひ
と
つ
な

い
好
天
に
恵
ま
れ
た
7
月
2
!

日
、
本
六

ス
「
里
。乙水
辺
ラ

イ
ン
」
の
試
乗
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
弓

こ
れ
は
、
区
民
の
倚
沢
ん
に

水
辺
に
ふ
れ
て
も
ら
つ
辧
会
を

提
供
」籌
冫
と
、
剛
水
ご
緑
の

公
社
が
企
画
し
た
も
の
で
、
応

募
総
数
3
千
1
2
6
人
の
中
か
ら
抽

選
で
選
ば
れ
た
8
7人
の
方
が
参

加
。杢

六
ス

ざ
く
ら
」
は
、

午
前
1
0時
に
。
千
庄
の
船
着
場

豪
出
航
、
隅
田
川
夲
正
り
岩
渕

水
門
を
通
過
、
荒
川
へ
と
進
み

声

処

。

い
つ
も
と
違
っ
た
川
か
ら
見

る
変
っ
た
風
景
に

、
感
動
し
た

り

、
驚
い
た
り

、
船
内
は
と
て

も
に
ざ
や
か
で
し
た
。

こ
の
日
、
荒
川
河
川
敷

「
虹

の
広
場
」
で
行
な
わ
れ
て
い
た

「
ア
ウ
ド
ド
ア

ー
イ
ペ
ン
ト

ー

イ
ン

ー
ア
ラ
カ
ワ
9
1
」
を
川
か

ら
見
学
し
、
江
戸
川
区
に
あ
る

葛
西
臨
海
公
園
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

臨
海
公
園
で
、
1

時
間
ほ
ど
過
ご

し
、
ま
亟
庄
の

船
着
場
へ
。

約
4
時
間
半
の

船
旅
で
発
暃
レ
た

出
来
事
か
思
い
出

に
、
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
の
帰
路
に
つ

膏
汞
し
た
。

気
軽
に
遊
寛で

齊
屡
上
バ
ス

ー
京
水
辺
ラ

イ
ン
」
は
現
在
運
航
中
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
譛
東
京
都
水

辺
公
社

公
(
～
8
)
8

8
6
9へ
、お
問
い
お

芒

だ
さ
い
。

荒川を進む水上バス「さくら」

み
ん
な
元
気
に
イ
チ
・
ニ
イ
・
サ
ン
・
シ

足
立
区
民
ラ
ジ
オ
体
操
大
会

示
か
箭
か
ら
苣
ぼ
て
…
」

す
が
y
が
し
い
朝
日
の
中
、元

気
な
声
が
荒
川
に
響
き
ま
し

た
。こ

の
日
(
7
/
2
8
)
、「
虹
の
広

撈

で

、
足
立
区
民
ラ
ジ
オ
体

操
疂

励

行
わ
れ
、
約
3
千
1
0
0

人
も
の
区
民
が
参
加
し
ま
し

た

。こ
の
大
(
弖

、
明
る
い
生
活

の
基
膠
呉

贊
腦

康
を
保
持
、

増
悪

支
だ

め
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で

、
今
年
で
3
4
回
目

。

区
内
各
所
か
ら
集
っ
た
区
民

の
皆
さ
ん
も
、
体
奮
聊
か
し

、

す
が
す
か
し
い
汗
を
卮
し
ま
し

た
。

朝早くから大勢の人が集まりました

橋
を
彩
る

七
色
の
春
夏
　
冬

新
田
小
学
校
前
、鹿
浜
橋
斜

路
(
人
と
目
転
車
の
通
路
)
側

面
5
0
mに
、
虹
や
草
花
な
ど
の

色
鮮
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
圃
が
描

か
れ
て
い
ホ
罵

こ
れ
は
、
新
田
小
の
す
ぐ
前

に
、
教
室
か
ら
の
視
界
を
葭

け

蓼

聊

硅

っ
て
い
る
鹿
浜
橋
斜

路
を

、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
で

癶
な
い
か
と
、
斜
路
に
絵
夲
猫

く
こ
必

跖

萇
先
生
が
提
案

。

都
、
P
T
A

や
ま
ち
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
実
侭

忿

も
の

で
罵搖

夏
愁
次

を
テ
ー
マ
に
、

児
童
が
ら
絵
奎
界
集
。
そ
の
中

か
ら
6

年
生
の
小
松
寛
く
ん

(当
時
)
の
作
品
が
原
画
と
し

て

應
お

、
恵
噐

哭

冊
延

登

先
生
が
ア
レ
ン
ジ
。
芸
大
生
延
1
3

入
が
、7

色
の
ペ
ン
キ
で
2

ヵ
月
か
け
て
描
膏
豕
ぼ

、4
月

に
完
成
し
ま
レ
た
。

「
今
で
ば
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
に
な
n
‥ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
夭
し
く
、
愛
さ
れ
る
ぶ
っ
に

と

、
清
掃
委
員
会
も
作
ひ
、
美

化
盜
r

ず
す
め
て
い
ま
す

」

と
秋
山
芳
宣
校
長
先
生
。

な
ん
の
豕
鍜
秘
な
ぐ
、
無
味

乾
燥
な
斜
路
が
、
先
生
、
児
童
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

で

、
美
し
く

、
色
鮮
や
か
に
飾

ら
れ
袤
し
た

。

バシャバシャ

噴水池で水遊び

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
昨
年

全
面
改
修
さ
れ
た
、こ
こ
千
住

公
園
に
は
、
直
坏
狸
m
の
屓
水

剪
妬
り
、
連
日
、
水
遊一い筌

楽
し
U
親
子
で
に
寳
わ
っ
て
い

ま
す
。

儼
か
う
も
近
い
し
、
安
心

し
て
子
裝
た
ち
に
恣
宍
糸
き

せ
昏
れ
。あ
ひ
が
た
い
と
思
い

ま
す

と
お
僭
兄
姥
ち
。

噴
水
の
屋
根
に
は
、4
つ
の

癘
攷
一り
、9
跡
、1
2時
、3

時
の
ふ
回
、
世
界
各
国
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
等
が
流
れ
ま
す
。

暑
さ
を
t
れ
さ
せ
る
こ
の
噴

水
池
、
庄
宅
街
の
中
の
オ
ア
シ

ス
と
い
え
そ
う
で
罵

お子さんの水遊びにはもってこ1'

H・M240, 000


